
【 】別紙様式２

平成２４年度県立常北高等学校自己評価表
目指す学 創立以来５０年の歴史と伝統に基づき，校訓の「至誠，勤勉，協和」の精神を徹底させ，心身ともに調和のとれた人間形成を図るとともに，地域

校像 社会に貢献できる学校づくりを目指す。

達成状況昨年度の成果と課題 重 点 項 目 重 点 目 標

学力の向上 ① 創意工夫を生かした教材研究と授業研修を行い，積極的に公開授業を〈成果〉

・学習指導の面では，少人数習熟 行って，よりよい授業を展開する。

度別授業等でのきめ細かい指導 １ ② シラバスを活用して学習意欲や学習態度の喚起を図り，継続的・計画 Ｂ

を通して，学習意欲及び理解度 的な学習をさせる。

の向上が図れた。 ③ 学力向上フロムアイや少人数習熟度別授業を有効に活用して，基礎学
力を向上させ，定着させる。・生徒指導の面では，校内外巡視

基本的生活習慣の確立 ④ 頭髪・服装指導や遅刻防止の指導を徹底して，基本的生活習慣を確立の実施により，生徒指導事故が減

させる。少した。全体として授業態度を始

２ ⑤ 登下校時や授業開始・終了時，校内での挨拶を徹底させる。 Ａめとして，落ち着いた学校生活が

⑥ 年３回の計画的な面談や家庭訪問，スクールカウンセラーとの連携等送れている。

を通して生徒理解に努める。・進路指導の面では，景気停滞の

希望する進路の実現 ⑦ ３年間を見通した計画的なキャリア教育を実践する。中で，進路決定率１００%を達成し

３ ⑧ キャンパス・職場見学，インターンシップ，各種講演会，各種説明会た。

〈課題〉 等により進路意識を高揚させる。 Ａ

基礎 ⑨ 学力向上と定着の取り組みや資格取得の奨励を通して，より確かな進・授業の工夫をさらに進めて，
学力の定着度を上げ，より多く 路実現を目指す。

の達成感を生徒に与える。

特別活動及び部活動の活性化と豊か ⑩ 学校行事や生徒会活動，ホームルーム活動を通して，生徒の積極性を・１年生の１学期からの部活動加入

４ な人間性の涵養 引き出す。を奨励することにより，部活動の活

⑪ 生徒の部活動への積極的な参加を促して，望ましい人間関係づくり Ａ性化を図る。自転車・バイクの乗り

と充実した放課後になるように活動させる。方や公共マナーを指導する。

⑫ 自他の生命を尊重し，他人を思いやる心を育て，豊かな人間性を培・３年間を見通したキャリア教育をさ

う。らに充実させ，早期から進路意識

地域から信頼される学校づくりの推 ⑬ ホームページや地域広報誌，学校新聞等のＰＲ手段を十分に活用しを涵養する。

・学習・特別活動・部活動等あら ５ 進 て，保護者・地域に対し，積極的に本校の情報を発信，提供する。
ゆる活動から生徒の積極性を伸 ⑭ 学校評議員や近隣中学校等の意見を取り入れ，地域と連携した教育活 Ａ

ばす工夫が必要である。 動を展開する。

⑮ 学校公開を計画的に実施して，本校に対する地域の理解促進を図る。

⑯ ２５年度からの分校化に向けた周到な準備を行う。

次年度への主な課題評価項目 具 体 的 目 標 具 体 的 方 策 評 価

教科指導 基礎学力の向上と学習意 創意工夫を生かした教材研究や少人数編成授業，シラバスの活用等，良さを引き出す適切な
・家庭学習時間の確保欲の喚起 評価により，わかりやすい授業を研究し展開することで生徒の学習意欲を喚起する。 ①②③

Ｂ Ｂ

基礎的な国語力の習得 基礎的な漢字・語彙を反復練習して基礎学力を身に付け，自分のものとして応用できる国語 Ａ ・少人数習熟度別授



国語 力を育成する ①②③ Ｂ 業により，よりきめ

読書習慣の習得 読書する楽しみを身に付け，自らの読書体験から感性を豊かにし，様々なものの見方，感じ Ｂ 細かい指導を繰り返

方を知り，豊かな人生を歩める基礎を育成する。 ①③ し，学力の定着を図

作文の基礎的な表記の習 基礎的な文章を表現する知識を学び，自分の考えや意見を正しく表現できる力を育成する。 Ｂ る。

得 ①③

地理・歴史についての基 地図帳を歴史の授業でも使用し，世界や日本の地理に親しませ，地理や歴史の基礎的事項の ・視聴覚教材等によ
Ｂ

地歴 礎的事項の理解の徹底 理解を深め定着を図る。 ①③ る豊かなイメージの
・ 現代社会の諸問題への興 現代社会の基礎的な事項を学ぶとともに，新聞を読んだり，時事的問題の視聴覚教材を活用 Ｂ 裏付けをもった確か

Ｂ公民 味・関心の喚起・解決に することで現代の諸問題への関心を持たせ，意見・感想等を書くことにより，主体的な解決 な知識の向上と思考

ついての考察 の方法について考えさせる。 ①②③ 力の育成を図る。

基礎計算力の定着 基礎基本的な計算問題を繰り返すことにより，計算力の向上と定着を図る。 ③ Ｂ ・少人数習熟度別授

数学 問題解決力の向上 様々な数学の解法を学習して，問題を解決するための論路的思考を体験させ，問題解決力の 業を活かして，更に

向上を図る。 ①② Ｂ Ｂ きめ細かな指導を実

践していく。

観察・実験の充実 観察・実験を行い，顕微鏡や実験器具の基本的操作を身に付けさせる。また，実験の事後指 ・単位数減による限

導の時間を確保し，レポート作成を通して学習内容との関連を深め内容の定着を図る。 ① Ｃ られた授業時間の中

理科 基本的内容の充実 基本的知識が不足している場合は，生徒の必要に応じてプリント学習や計算練習を取り入れ Ａ での，より効果的な
て生徒の理解と基礎学力向上と科学に対する理解を深めさせる。 ① Ｂ 指導法の探究。

生徒の興味・関心を引き 最新の自然科学に関する記事や情報を数多く紹介し，調べてまとめることによって，生徒の

出す授業の展開 自然科学に対する興味・関心を引き出す。 ① Ｂ

健康の保持増進と危険回 健康や安全に関する課題に直面したときに，科学的な思考と正しい判断に基づく意志決定や ・得意な種目に対し

保健 避能力育成 行動選択を行い，適切に実践できるような資質や能力を養う。 ① Ｂ て，より楽しく取り

体育 体力の向上 自己の体力や身体能力を知り，考えながら補強運動を実践することができるようにする。 ① Ａ Ａ 組めるように工夫を

応急手当と心肺蘇生法の RICE等の様々な応急手当を身につける。心肺蘇生法の実習を行い，自ら進んで応急手当が実 図る。

習得 行できる技術を養う。（AED救命講習を含む） ① Ａ

音楽を愛好する心情の育 音楽に取り組むために必要な読譜力を向上させ，より積極的に音楽に親しみ，取り組む態度 ・生徒一人一人の表

教 成 や姿勢を育成する。 ③ Ｂ 現力の向上を目指
豊富な題材の研究から，本校生徒の実情に即した題材に取り組ませる。 ②③ Ａ す。

音楽 感性の向上，創造的な表 様々な楽器の奏法や作曲法・発声法を学んだり，音色や楽曲の美しさを感じ取らせること Ｂ

現と鑑賞の能力の伸長 で，感性を豊かにし，創造的な表現能力を伸ばす。 ③ Ａ

楽曲から作曲者の人生や作品の時代的背景を学び，総合的に鑑賞を行い，創造的な鑑賞能力

を伸ばす。 ③ Ｂ

基本的な語彙の定着 基本的な単語と熟語の書き取り練習を継続的に行い，基礎学力の定着を図る。 ①③ Ａ ・英語を使ってわか

英語 基礎的な文法事項の理解 少人数習熟度別授業の展開により，基本的な文法事項の一層の理解と定着を目指す。 ①②③ Ｂ Ｂ りやすい授業を展開

コミュニケーション能力 英会話の学習から，積極的に異文化コミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。 ① Ｂ する指導法の研究。

の向上

科 基礎的・基本的な知識・ 日常生活に必要な基本的な知識を習得するとともに，実験・実習を通し，基礎的・基本的技 Ｂ ・実験・実習の更な
家庭 技術の習得 術を習得する。 ①③ Ｂ る充実を通して，基

検定の実施による知識・ 食物技術検定４級の受検学習を通して，基礎的な知識・技術を習得する。また，フードデザ Ａ 礎基本の定着を目指



技術の向上 イン選択者については，上級を受検し,更なる知識・技術の向上を目指す。 ①③⑨ す。

情報を活用する実践力の Word,Excel,PowerPointといったソフトウェアの基本的な知識・技能を習得し、マルチメディ

情報 育成 アやインターネットを活用した実践力を育成する。 ① Ａ ・情報モラルについ

情報社会における望まし 著作権や情報モラル等の情報倫理を身に付けてより実践力を高める指導を展開する。 ① Ｂ ての指導法の研究。

い態度の育成 Ｂ

商業 検定試験による技術習得 ワープロ実務検定，電卓実務検定試験の学習を通し，必要な技術や能力を習得させる。 ① Ａ Ｂ ・ビジネスへの関心

ビジネスへの関心の喚起 新聞，視聴覚教材等を授業で積極的に活用し，ビジネスへの関心を高める。 ① Ｂ を高める指導法の研
究。

総合 進路意識の高揚と規範意 外部講師による進路ガイダンスや面接指導を積極的に採り入れて，個々の生徒の進路実現に ・３年間を見すえた

的な 識の育成 向けた方策を計画的に実施する。また，社会規範の基となる規律やマナーを学び，健全に社 年間計画の立案と外

学習 会生活を送る自覚を育てる。 ④⑥⑦ Ａ Ａ 部講師の有効活用。

の時

間

道徳 マナーの修得と自他を大 自他の生命や人権を尊重し，思いやりの精神を持たせる。さらに，外部講師の活用や多くの ・豊かな心の育成を

切にする心の育成 講話を通して，社会の一員としての自覚を持たせ，公共心を育む。また，夢を育み，自己実 Ｂ Ｂ 目指し，継続的な指

現に向けて努力する心を養う。 ⑫ 導を実践していく。

授業時間の確保 授業実施時間数の確保に常に留意するとともに，特編時間割の運用を工夫する。 ①②③ Ｂ ・桜ノ牧本校との確

公開授業の実施 計画的な公開授業を行って，地域公開及び教員研修の機会を増やす。 ①⑬⑭⑮ Ｂ 実な日程調整

教 務 学年や各部との連携 教育活動の円滑な運営のために，学年・部・教科との連携に絶えず努める。 ①⑩ Ａ ・観点別評価の徹底

ＰＲ活動の充実 分校化を控え，地域広報誌や校内ニュース，ホームページ等を利用して，本校に関する情報 Ａ ・充実した学校ＰＲ（含渉外）

を効果的に発信する。 ⑬⑭⑮ Ａ 活動の継続

新教育課程への対応 新学習指導要領による教育課程を的確に編成する。 ①②⑦⑩⑪⑫⑭ Ａ ・分校化に伴う新Ｐ

５０周年記念事業の円滑 ５０周年記念事業の準備を周到に進め，式典や記念誌作成等について，滞りなく充実した内 Ａ ＴＡ組織への円滑な

な実施 容で行う。 ⑩⑫⑬⑭⑮ 移行

ＰＴＡ活動の活性化 ＰＴＡとの緊密な連携を維持し,ＰＴＡ行事の一層の充実を図る。 ⑬⑭⑮ Ａ

早朝校内外立哨指導や校内巡視及び生徒による挨拶運動等により挨拶の励行を図る。 ④⑤⑭ Ａ ・生徒を前面に出し
基本的生活習慣の育成 ＨＲ・生徒面談・集会を通し，時間や規則を守ることなどの規範意識を高揚させる。（遅刻 Ｂ た活発な活動。（生

生徒指導 ・欠席の防止） ④⑤⑥ 徒会・委員会）

（含 特 頭髪・服装指導の徹底と規則の遵守（喫煙等生徒指導事故の防止）。 ④⑥ Ａ Ａ ・基本的な生活習慣

別活動） 交通安全教育の推進 自転車・バイク安全点検と安全運転の徹底。交通安全講話の実施と公共マナーの指導。校外 Ａ のさらなる向上。

立哨指導の充実。 ⑤⑭ ・生徒指導事故の未

部活動の充実 部活動加入率の増加を図る（１年生１学期間の全員部加入の実施）。 ⑪ Ａ 然防止と迅速かつ適

学校行事の円滑な運営 ツールド常北・クラスマッチ・芸術鑑賞会などの行事の円滑な運営と充実に努める。 ⑤⑩ Ａ 切な対応。

進路意識の喚起 進路講演会・面接練習・マナー講習等を通して，自分の将来について自ら選択し準備する力 Ａ ・各学年においてキ

を育成する。 ⑦ ャリア教育の充実を

進路指導 基礎学力の向上 各種検定試験，就職，進学試験の合格を目指し，朝のトレーニングタイム等を充実させて基 Ａ 図り，３年次にはそ
礎的な力を習得させる。 ⑦⑨ Ａ の習得，定着の完成

面接指導の徹底 進路決定に向けて自己表現の仕方，挨拶マナーを習得させる。 ⑦⑧ Ａ が全員にみられるよ



インターンシップの充実 ２年次において進路選択のためにインターンシップを体験させる。 ⑧ Ａ うな徹底した指導の

実践。

保健管理・保健指導の徹 健康診断の事後措置や日々の保健指導を通じ，健康管理の意識を高めさせる。 ④⑫ Ａ ・生徒の自己肯定感

底 スクールカウンセラーと連携し，「こころの健康」の管理に努める。 ⑥⑫ Ａ を高め，落ち着いた

保健厚生 健康で安全な学校環境の ゴミの分別等について啓発活動を行い，意識の高揚を図るとともに，環境美化に努める ⑩⑫ Ａ 学校生活を送れるよ

整備・美化 施設設備の安全点検を行い，安全管理に努めるとともに，安全についての意識を高める。 ⑭ Ａ Ａ うなサポート体制の

防災計画の立案と防災教 防災組織を編成し防災講話・避難訓練等を実施することにより，非常時に適切な行動がとれ Ａ 強化。
育の推進 るようにする。 ⑩⑫ ・地域との連携した

奨学生募集についての積 募集について随時担任と連絡を取り合い，多くの生徒が活用できるよう積極的に呼びかけ Ａ 防災や美化活動等。

極的な広報活動 る。 ⑬

基本的生活習慣の確立 遅刻カードの利用により，遅刻防止や時間厳守の態度を身に付けさせる。早朝の立哨指導を ・社会に貢献できる

行い，挨拶の励行ときちんとした服装の着用を促す。ＨＲや授業，生徒指導部と連携しなが Ｂ 人材の育成に向け

ら，指導の徹底を図る。 ④⑤⑥ た，基本的生活習慣

第３学年 基礎学力の向上と進路指 「ＬＨＲ」や「総合」を活用し，外部講師による進路ガイダンスや面接指導を積極的にとり の確立と基礎学力の

導の徹底 入れて，各自の進路希望実現のために必要な情報等の認識を深めさせる。 Ａ Ａ 向上。

少人数授業や課外，「朝のトレーニングタイム」を有効に活用し，各自の進路に適応できる ・入学時から徹底し

基礎学力向上を図り，進路指導部と連携を深めながら，全員の進路決定を目指す。 ①⑦⑧⑨ た地道な指導。

Ａ
リーダーシップの育成 最上級生として学校を背負っていることを常に自覚させ，毎日の生活や学校行事，部活動を

通じて社会生活でも活用できるリーダーシップを育む。 ⑩⑪

基本的生活習慣の確立 遅刻カードの利用により，遅刻防止や時間厳守の態度を身に付けさせる。早朝の立哨指導を ・遅刻・欠席を繰り

行い，挨拶の励行ときちんとした服装の着用を促す。ＨＲや授業，生徒指導部と連携しなが Ｂ 返す生徒に対する早

ら，指導の徹底を図る。 ④⑤⑥ 期の基本的生活習慣

基礎学力の向上 「朝のトレーニングタイム」を実施することにより，学習習慣を身に付けさせ，基礎学力の の確立。

向上を図る。また，授業中に教室巡視を行い，授業に取り組む姿勢を身に付けさせる。 ④⑨ Ｂ ・進路意識向上のた

第２学年 進路意識の喚起 進路ガイダンスを充実させ，職場見学やキャンパス見学，インターンシップを行うことによ Ｂ めのインターンシッ

り，生徒の進路意識を高め,目標の明確化を図る。 ⑦⑧ Ａ プ全員実施の継続。

豊かな心の育成 修学旅行及びその事前学習を通して，平和への願いや自然の豊かさに触れることにより，豊 ・修学旅行等におけ
かな心を育む。 るきちんとした集団

マナー講習会を実施し，他人に対する思いやりの心を「礼」の形で表現する事を学ばせる。 Ａ 行動の指導継続。

ＬＨＲの時間を有効に利用し，友情や自他を大切にする心を育む。 ④⑥⑫

基本的生活習慣の確立 遅刻カードの利用により，遅刻防止や時間厳守の態度を身に付けさせる。 ・基本的生活習慣の

挨拶の励行ときちんとした服装の着用を促すよう指導を徹底する。 ④⑤ Ｂ 確立及び場に応じた

基礎学力の向上 授業及び朝のトレーニングタイムに意欲的に取り組むことにより，基礎学力の定着・向上を 行動や態度がとれる

第１学年 目指す。 ②③ Ｂ ように指導の徹底を

進路意識の喚起 担任による面談，進路ガイダンスや進路情報の伝達を適切に行い，生徒の進路意識の向上を Ｂ 図る。

図る。 ⑦⑧ Ａ ・継続した指導によ

豊かな心の育成 マナー講習会や異文化交流を通して，他人に対する思いやりの心や礼儀の大切さを学ばせ り進路意識の向上を
る。ＬＨＲや道徳の時間を活用し，友情や自他を大切にする心を育む。 ⑤⑩⑫ Ｂ 図る。

※評価基準： Ａ＝大変良く達成できた。 Ｂ＝よく達成できた。 Ｃ＝普通である。Ｄ＝やや不十分 Ｅ＝不十分


